
様式２

概要説明書（その１） ※登録№

※登録年月日

※変更登録年月日

開発年月

土木分野 建築分野 （必ず、どちらかを選択してください。）

技術 工法 製品 材料 その他

省人化 省力化 経済性の向上

施工精度の向上 耐久性の向上 安全性の向上

作業環境の向上 周辺環境への影響抑制 地球環境への影響抑制

省資源・省エネルギー 品質の向上 リサイクル性向上

その他 （ ）

単独 共同研究 （ 民・民 民・官 民・学）

公的支援助成等（「Made　in　新潟　新商品調達制度」）の関連の有無

該当の有無 無し 有り Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ

新技術の概要（アブストラクト）※検索結果に表示する技術の概要です（全角127文字以内）

新技術の概要

高い防火性能と採光性に富む特定防火設備『透明硝子入特定防火設備ファイヤーカール』に、順位調
整器はもちろんラッチやフランス落しも不要で左右どちらの扉でも開閉できるフリーウェイタイプが加わり
ました。デザイン性に優れ安全・快適で明るい空間づくりができます。

③公共工事のどこに適用できるか？
特定防火設備箇所。特に採光が必要な出入口、エレベータ乗降ロビー出入口、避難階段の出入口など
人の出入りの多い箇所。

kanri2@wajima-n.co.jp

http://wajima-n.co.jp/

E-mail

ホームページＵＲＬ

問合せ先

和島工業株式会社新潟工場

総務部

丸山　勝宣

担当部署

担当者

住　所

②従来はどのような技術で対応していたか？
常時閉鎖式防火戸として、親子扉の子扉側をﾌﾗﾝｽ落しを付けて開閉を制限し、順位調整器やﾗｯﾁ、召し
合せ部分に目板を使用した構造としている

①何について何をする技術か？
建築基準法及び建築基準法施行令、その他で使用が義務付けられている特定防火設備として個別認
定を取得した網のない透明な耐熱強化ガラスを組込んだ特定防火設備において、従来制限されていた
扉の開閉順序を自由にして、左右どちらの扉でも開閉できるよう順位調整器を用いずﾗｯﾁやﾌﾗﾝｽ落しも
不要とする構造として個別認定を取得した。

新潟県新潟市江南区木津工業団地6番10号

025（385）4455

025（385）4460

Tel

Fax

会社名

コスト縮減・生産性の向上

安全・安心

順位調整器はもちろん、ﾄﾞｱのラッチやフランス落しが要らない透明耐熱ガ
ラス入特定防火設備

和島工業株式会社、株式会社エヌエスデイ

リサイクル

環境

景観

分　野

20K1001

2008.8.22

2024.06.20

平成15年9月

技術名称

商標名等

透明耐熱ガラス入特定防火設備
（ファイヤーカール）

フリーウェイドア

公共工事の品質確保・向上

概要説明書

区　分

開発体制
開発会社

開発目標
（複数選択可）

キーワード
（複数選択可）

自由記入

伝統・歴史・文化

mailto:k.ohta@wajima-n.co.jp


様式２

概要説明書（その２）

※登録№

新技術のアピールポイント（課題解決への有効性）

新規性及び期待される効果

適用条件

適用範囲

留意事項

技術名称 透明耐熱ガラス入特定防火設備（ファイヤーカール） 20K1001

透明硝子入特定防火設備が持つ、火災のときに「内部の状況がわかる」「消火活動や避難誘導がやりや
すい」「避難時の出くわし防止」などの効果に加え、従来制限されていた左右の開閉順序や開閉制限を解
消したﾌﾘｰｳｪｲﾀｲﾌﾟﾄﾞｱ。ﾗｯﾁや順位調整器、ﾌﾗﾝｽ落しを用いない特殊構造で左右どちらの扉からでも開
閉でき、利便性から常時出入りする区画に有効で、美観を損なわずに自由なﾃﾞｻﾞｲﾝで防火性と安全性を
確保できます。

④適用にあたり、関係する基準及びその引用元
建築基準法施行令第１１２条（特定防火設備）、第１０９条（防火設備）

④その他
枠と扉の製作は認定品製造工場以外では製作できない。

①設計時
特定防火設備個別認定はガラスとドア等を一体として与えられており、防火戸の設計の際は認定の有無
及び仕様に即していなければならない

②施工時
ガラス入れ・ガラスシール工事は、認定取得メーカーの管理による責任施工でなければならない。従い、
ガラス別途工事や金属建具別途工事では特定防火設備認定品とはならない

③維持管理時
ガラス施工時に特定防火設備個別認定品を証明するシールが貼られる。はがさないよう注意が必要

③技術提供可能地域
県下全域への提供が可能

①適用可能な範囲
鋼製建具取付可能な箇所全域

②特に効果の高い適用範囲
特定防火設備として建築基準法施行令第１１２条各項に規定する開口部を特定防火設備及び防火設備
とする防火区画（③適用できない範囲を除く）に適応。特にその特性から日常的に人が出入りする区画や
避難誘導路に使用する区画に有効。

③適用できない範囲
たて穴区画での遮煙性能など特定防火設備に特定の性能を有する区画。

④関係法令等
建築基準法第６８条の２６、建築基準法施行令第１１２条第１項（特定防火設備）、第１０９条（防火設備）、
平成２年建設省告示第１１２５号（特定防火設備・防火設備の試験）

①どこに新規性があるのか？（従来技術と比較して何を改善したのか？）
常時閉鎖式防火戸として、順位調整器やﾌﾗﾝｽ落し、ﾗｯﾁを用いる従来の構造を、親子扉の召し合せ部及
び枠との合せ部に熱発泡するﾀｲﾄ材を用い扉自体を密着させて順位調整器やﾌﾗﾝｽ落し、ﾗｯﾁを使わず、
召し合せ部も目板を使わない構造に改善し、特定防火設備個別認定を取得。

②期待される効果は？（新技術活用のメリットは？）
左右どちらの扉からでも開閉ができることから人の出入りの多い区画に有効。透明硝子入特定防火設備
の採光やデザインの自由度を高め美観を損なうことなく、安全・安心を構築できる特徴を、より明るく開放
的な空間をより多種多様な場所や空間で創造できる。

①自然条件

②現場条件



様式２

概要説明書（その３）

※登録№

活用の効果

向上 ( %） 同程度 低下 ( 26 %）

短縮 ( 20 %） 同程度 増加 ( %）

向上 同程度 低下

向上 同程度 低下

向上 同程度 低下

向上 同程度 低下

活用の効果の根拠

●新技術の内訳

●従来技術の内訳

（注） 新技術、従来技術とも製品内訳に搬入費及び取付費は含まない

（従来仕様）

認定仕様による標準化

認定仕様による標準化

安全性

施工性

周辺環境への影響

認定仕様による標準化

ﾒｰｶｰ責任施工

20K1001

枠扉セット

比較の根拠活用の効果

比較する従来技術 従来構造の透明硝子入特定防火設備（順位調整器、ﾌﾗﾝｽ落し、ﾗｯﾁ仕様）

項目

経済性

工　程

基準数量

新技術（A）

1 単位

技術名称 透明耐熱ガラス入特定防火設備（ファイヤーカール）

品　質

経済性

工　　程

859,700円

20日

従来技術（B) 変化値A/B（％）

項　　目 仕　　様 数量

681,000円

25日

単位
単価
(円)

金額
(円)

126%

80%

摘　　　要

ﾌｧｲﾔｰｶｰﾙ 1,800×2,100 1 セット

（ﾌﾘｰｳｪｲ仕様）

あたり基準数量：

859,700 859,700 ｶﾞﾗｽ、ｶﾞﾗｽ施工費含む

基準数量： あたり

681,000 ｶﾞﾗｽ、ｶﾞﾗｽ施工費含む

項目 仕様 数量 単位
単価
(円)

金額
(円)

摘　　　要

ﾌｧｲﾔｰｶｰﾙ 1,800×2,100 1 セット 681,000



様式２

概要説明書（その４）

※登録№

施工単価 歩掛りなし 歩掛りあり（ 標準 ・ 協会 ・ 自社 ）

取付施工は、防火戸として同様

ファイヤーカールの場合のガラス施工費は、1枚の大きさが４㎡以上となった場合に５０％アップ

施工方法

ガラス施工については以下の通り

① ガラス受入検査（寸法、キズ、エッジテープ、ピランマークの確認）とサッシガラス開口部寸法確認

② 押縁を取外し溝内部を清掃後、セッティングブロック、先付バッカーを設置した上でガラスを設置

③ ガラス位置を調整の上固定し、押縁を取付け、後付バッカーを取付ける

④ シリコン打設後、シールの仕上げ・養生を行う

⑤ 目視により、キズの有無、シールの不具合など有害な欠陥がない事を確認

残された課題と今後の開発計画

施工実績 あり なし

特許・実用新案

あり 出願中 出願予定 なし

あり 出願中 出願予定 なし

評価等年月日

証明等範囲

　特　許

　実用新案

国住指第2118号

平成15年9月19日

特定防火設備

1

0

他の機関による
評価・証明

証明機関

制度名

番号

国土交通省

特定防火設備

技術名称 透明耐熱ガラス入特定防火設備（ファイヤーカール） 20K1001

①課題
ガラスの搬入取り付け時の損傷防止対策

②計画
法令、市場ﾆｰｽﾞに即した製品の企画開発と個別認定取得（バリェーションの向上）

番　　号

　新潟県の公共事業

　他の公共機関

　民間等

0



様式２

概要説明書（その５）

※登録№

概要図、写真等

＜ﾌﾘｰｳｪｲﾀｲﾌﾟ＞ 左右どちらの扉も自由に開閉が出来るファイヤーカール

順位調整機はもちろんﾗｯﾁやﾌﾗﾝｽ落しを使用せず、召し合わせ部分を目板を使用しない

構造にしたことで、扉の開閉順位がﾌﾘｰとなり左右どちらの扉も開閉できます。

親子扉の召し合せ部及び枠との合せ部に熱発泡するﾀｲﾄ材を用いて扉自体を密着させる

仕様とし、加熱時の歪みや燃えぬけ、風圧などによる扉の開きを防止します。

錠前、ﾌﾟｯｼｭﾌﾟﾙ錠等のﾗｯﾁが不要となるため、従来では使えなかった押し棒仕様が可能と

なり日常の使い勝手だけでなく火災時の避難誘導路としても大変有効な仕様です。

施錠が必要な場合は、ﾏｸﾞﾛｯｸまたは本締錠等の使用も可能です。

従来の透明硝子入特定防火設備と比較しても大変ｼﾝﾌﾟﾙなﾃﾞｻﾞｲﾝで、より明るく開放的な

空間を提供できます。

20K1001技術名称 透明耐熱ガラス入特定防火設備（ファイヤーカール）



様式２

概要説明書（その６）

※登録№

施工実績一覧

技術名称 透明耐熱ガラス入特定防火設備（ファイヤーカール） 20K1001

工　事　名施工時期

県
外
に
お
け
る
施
工
実
績

区分 発注者 地域機関名

吉川町 平成19年 コミニュティプラザ

県
内
に
お
け
る
施
工
実
績



様式２

概要説明書（その7）

※登録№

kanri2@waji
ma-n.co.jp

025-385-
4460

Ｅ－mail

新技術提供企業

透明耐熱ガラス入特定防火設備（ファイヤーカール） 20K1001

住所 ＴＥＬ ＦＡＸ

技術名称

担当者区分

代
表

代
表
以
外

丸山　勝宣 新潟県新潟市江南区木津工業団地6番10号
025-385-
4455

企業名 担当部署

和島工業㈱
新潟工場

総務部


